
食育の取組み 

  ５年 

１ 日  時  ２０２０年（令和２年）１月 １７日（金） ２校時 

 

２ 指導内容 

学年 題材 ねらい 

５年生 かむことの大切さを知ろ

う 

かむことで唾液が出ること，消化が良くなる

こと，脳が活発になることを理解する。 

 

３ 指導の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 成果と課題 

  〈 成果 〉 

・よく噛むことで唾液がたくさんたくさん出て，虫歯や， 

歯茎の病気を防ぐことを理解できた。 

・よく噛むことで消化しやすくなり，栄養を全身に届け 

 られることを理解できた。 

・よく噛むことで脳の働きが活発になることが理解でき 

た。 

・目の前で調理の様子を見ることができたので，噛み応 

 えのあるものの調理方法を知ることができた。 

  〈 課題 〉 

・講義当日の給食では，どの児童も意識してよく噛んで 

 いたが，時間が経つにつれて意識ができなくなったの 

で，給食の時間に噛むことについて指導していく。 

 

噛むことにはど

んな良さがある

んだろう？ 

よく噛むことで 

消化が良くなりま

す。 

【児童の感想】 

・だえきがでると，虫歯を防いだり，味

が良くなったりすることを聞いて，よく

「かむ」を意識しようと思いました。 

・かむことがこんなに大事だとは思いま

せんでした。 

・よくかむことでいいことがたくさんあ

ることを知ったので３０回をいしきし

てよくかむようにしたいです。 

・よくかむと根気が増すということを知

りました。 

 

 

 

 

 

こんにゃくは， 

スプーンを使うとちぎ

りやすいよ。 


